
● 施工箇所
　東広島市　西条①工区　L=744m
　　　　　　西条②工区　L=240m
　　　　　　西条③工区　L=185m
　　　　　　西条④工区　L=440m

● 施工期間
　平成１８年９月１６日
　　　　　　～平成１９年３月３１日

　国道2号の西条バイパス（東
広島市西条町及び八本松南）
約１．４kmの区間で排水性舗
装工事を行い、１箇所（西条③
工区）で舗装の延命化の取り組
みを行いました。
　工事により騒音が低減し、走
行性の向上が図られました。
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アスファルトに隙間(空隙)を作ることによりその隙間が水や空気(騒音)を吸収し、雨天時の
視界の改善や、走行音を低減する効果が得られます。

○ 昼間 5dB 夜間 5dB の騒音低減効果が確認されました。

・騒音の低減

・雨天時の視界改善

雨水を浸透させ
不透水層の上を流れ
て排水するため表面
に水が溜まりませ
ん。
タイヤの水はね
が無くなり雨天時の
視界が向上します。

空気(騒音)を空隙に
逃がすことで、走行
音(騒音)の低減効果
が得られます。
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計測日
対策前調査　H18.11.21　～　H18.11.22
対策後調査　H19.  3.  7　～　H19.  3.  8

昼間　6:00～22:00 夜間　22:00～6:00



また、その他道路工事への意見・要望としては以下の回答がありました。
・ チラシ・看板設置等で毎日工事する場所がわかって助かった。
・ 昼間に工事をして欲しい。

本工事において『予防的修繕工法』を考慮し修繕の方法について調査検討を行いました。
『予防的修繕工法』とは、破損の状況ごとに、段階的な基準を設けることにより既設の舗装を
生かし、舗装の延命化を目的とした修繕方法です。
今回の工事では、西条③工区の一部について、『予防的修繕工法』の一つである
シール材注入を行いました。

その他
20％

変わらない
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走り
やすく
なった
30％

『良くなった』と
回答した方のうち

沿道環境に関する
聞き取り調査結果

施工状況

既設路面のひび割れ抑制対策として

加熱シール材を注入することにより
雨水の浸透(破壊の進行)を防ぎます。

＜アンケート実施日　平成19年3月20日＞

　工事終了後、沿道環境に関する聞き取り調査にご協力いただいた沿道住民35名のう
ち、約７割の方より『良くなった』との回答をいただきました。
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